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総

合

計

画

の

着

実

な

推

進

皿

新

年

度

当

初

予

算

編

成

昨

年

は

、

甲

州

市

が

市

制

施

行

１０

周

年

を

迎

え

た

記

念

す

べ

き

年

で

あ

り

ま

し

た

。

今

年

は

、
「
次

の

１０

年

」

へ

向

け

新

た

な

成

長

、

発

展

を

目

指

す

た

め

の

大

切

な

年

で

あ

る
と

認

識

し

て

お

り

ま

す

。

本

市

の

平

成
2
8
年

度

当

初

予

算

に

つ

き

ま

し

て

は

、

市

税

の

伸

び

悩

み

や

地

方

交

付

税

の

減

少

な
ど

、

厳

し

い

状

況

の

な

か

で

、

国

の

予

算

編

成
の

動

向

や

地

方

財

政

対

策

、

社

会

、

経

済

情

勢

の

推

移

等

に

留

意

し

、

編

成

を

行

な

っ

た

と

こ

ろ

で

あ

り
ま

す

。

財

政

運

営

の

さ

ら

な

る

健

全

化

を

推

進

す

る

た

め

、

行

財

政

改

革

の

努

力

を

緩

め

る

こ

と

な

く

、

全

庁

一

丸

と

な

っ

て

経

費

の

削

減

に

取

り

組

む

と

と

も

に

、

限

ら

れ

た

財

源

の

重

点

的

、

効

率

的

配

分

な

ど

、

創

意

工

夫

を

行

な

う

な

か

で

、

人

口
対

策

、
子

育

て

支

援

、

教

育

・

福

祉

、

観

光

・

農

業

等

の

振

興

、

生

活

関

連

社

会

資

本

の

整
備

な
ど

、

甲

州

市

総

合

計

画

、

及

び

総

合

戦

略

に

基

づ

く

施

策

の

着

実

な

推

進

を

図

っ
て

参

る
所

存

で

あ

り

ま

す

。

甲

州

市

ま

ち

・

ひ

と

・

し

ご

と

総

合

戦

略

は

、

今

後

５

ヶ

年

の

本

市

の

目

標

や

施

策

の

基

本

的

方

向

を

鑑

み

、

具

体

的

な

施

策
5
3
事

業

を

ま

と

め

た

「
甲

州

市

人

ロ

ビ

ジ

ョ

ン

」
　「
甲

州

市

総

合

戦

略

」

を

策

定
し
、
外
部
委
員
で
組
織
い
た
し

ま
す
地
域
創
生
検
討
会
議
で
協
議

い
た
だ
き
、
議
会
に
於
か
れ
ま
し

て
も
審
査
を
し
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
公
表
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

妊

産

婦

に

切

れ

目

の

な

い

皿
相

談

支

援

体

制

を

創

設

他
市
に
先
駆
け
て
市
の
重
要
施

策
と
し
て
、
取
組
ん
で
参
り
ま
し

た

「
産

前
産
後
ケ
ア
事
業
」

に
、

本
年
度
新
た
に
塩
山
保
健
福
祉
セ

ン

タ
ー
の
相
談
機
能
の
充
実
を
図

句
、
全
て
の
妊
産
婦
に
切
れ
目
の

無
い
相
談
支
援
体
制
を
創
設
い
た

し
ま
し
た
。

今
後
は
、
更
に
安
心
し
て
妊
娠

出
産
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
市
民
と
協
働
で

「
マ

マ
の
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ

る
み
の
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実

強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
保
育
料
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
の
基
準
よ
り
低
く

設
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
更
に
多
子
世
帯
等
に
対
す

る
保
育
料
の
軽
減
等
を
、
国
及
び

県
の
動
き
に
合
わ
せ
て
対
応
し
て

参
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
特
定
健
診
、
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
、
ま
た
、

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
に
基
づ
き
、

jL｡d平成28 年４
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効
果
的
・
効
率
的
な
保
健
事
業
に

取
り
組
み
、
加
入
者
の
皆
様
の
健

康
保
持
増
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

次
に
、
福
祉
施
策
に
つ
い
で
で

あ
り
ま
す
。

昨
年
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
致
し

ま
し
た
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
」

に
、
平
成
2
8年
度
か
ら
新

た
に
生
活
保
護
世
帯
の
子
ど
も
を

含
む
、
生
活
困
窮
の
子
ど
も
に
対

す
る
学
習
支
援
事
業
を
始
め
、
対

象
者
が
学
校
や
勉
強
か
ら
逃
避
し

な
い
よ
う
学
習
に
対
す
る
支
援
を

行
い
、
進
学
や
就
職
に
よ
り
自
立

へ
の
門
を
開
か
せ
、
貧
困
の
連
鎖

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

次
に
、
介
護
保
険
事
業
に
つ
い

で
で
あ
り
ま
す
。

本
市
に
お
け

る
高
齢
化
率
は
、

２
月
１
日
現
在
で
3
2・
４
％
と
極

め
て
高
く
、
今
後
も
い
つ
そ
う
伸

び
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
第
６

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
く

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
ー
施
設
の
事
業
者
を
、
公

募
の

う
え
決
定
致
し
ま
し
た
の
で
、
平

成
2
8年
度
中
の
完
成
に
向
け
、
年
々

増
加
を
す
る
重
度
の
入
所
待
機
者

の
解
消
が
少
し
で
も
図
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

副市 長 に芹 沢 正 吾氏（下於曽）が 就 任

本議会で、雨宮英司 副市長の任期満了に伴い

芹沢正吾氏の選任について同意されました。

着任は４月１日付。

＊副市長＊

芹 沢 正 吾 氏

(せりざわしょうご)　
６０歳

・主な経歴

県総務部理事や県森

林環境部次長・観光

資源課長などを歴任

k ふ



市長の施政方針

甲州市議会３ 月定例会
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次 の １ ０ 年
へ

新 た な 成 長 と 発 展

防護柵の設置など地域ぐるみで
鳥獣害対策を進めていきます。

ぶどうの輸出促進へ取り組みま

す（写真：マレーシア市場調査）

観

光
人
口

の

増
加

へ

誘

客

戦

略
の

体

制

強
化

観
光
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
大

と

地

域

の

活

性
化

を

目

指

し

、
「
人

と

地

域

資

源

を

活

か

し

た

フ

ル

シ

ー

ズ

ン

の

観

光

ま

ち

づ

く

り

」

に

向

け

て

、
市

民
の

皆

様

を

は

じ

め

、

関

係

機

関

や

各

種

団

体

等

と

連

携

を
図

る
中

で

、「
お

も

て

な
し

の

心

」

を

も

っ

て

各

種

の

交

流

イ

ベ

ン

ト

や

観

光

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

な

ど

、

シ

テ

ィ

ー

プ

ロ

モ

ー

シ

ョ

ン

事

業

を

積

極

的

に

展

開
し

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。

平

成
2
8
年

度

は

、

県

内

外

ぺ
向

け

た

リ

ア
ル

タ

イ

ム

で

の

情

報

発

信

を

更

に

強

化
し

て

参

り

ま
す

。

見

て

廻

る

だ

け

の

観

光

か

ら

、

触

れ

合

い

、

体

験

で

き

る

、

交

流

を

中

心

と

す

る

「
観

光

立

市

」

を

目

指

し

て

、
「
国

際

化

や

広

域

化

」

な

ど

観

光

ニ

ー

ズ

に

対

応

し

た

受

け

入

れ

体

制

を

整

備

す

る

と

と

も

に

、

市

民

と

の

協

働

に

よ

る

通

年

型

観

光

地

づ

く

り

に

取

り

組

ん

で

参

り

ま
す

。

ま

た

、

来

年

の

春

か

ら

運

行

が

開

始

さ

れ

る
、
－
Ｊ
Ｒ

東

日

本

「

ブ

ル

ー

ズ

ト

レ

イ

ン

（

豪

華

列

車

一

四

季

島

）
」

の

Ｉ
Ｊ
Ｒ

塩
山

駅

受

け

入

れ

に

つ

き

ま

し

て

は

、

Ｊ

Ｒ

及

び

関

係

機

関

や

各

種

団

体

等

と

連

携

す

る

中

で

、

体

制

の

整

備

、

誘

客

活

動

の

強

化

と

駅

前

広

場

や

施

設

等
の
改
善
な
ど
ハ
ー
ド
整
備
に
よ

る
受
け
入
れ
態
勢
の
準
備
も
併
せ

て
取
り
組
む
こ
と
と
致
し
ま
す
。

皿籤皿ぶ
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
東

ど
う
の
輸
出
促
進
へ

ブ
ド
ウ
の
輸
出
に
つ
き
ま
し
て

は
、
全
国
ぶ
ど
う
産
地
協
議
会
事

業
と
し
て
、
今
年
度
マ
レ
ー
シ
ア

に
て
市
場
調
査
等
を
行
い
、
大
き

な
手
ご
た
え
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

来
年
度
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
ヘ
の

輸
出
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
新

た
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
東
で
の

市
場
調
査
を
計
画
し
、
農
水
省
へ

事
業
補
助
の
採
択
に
向
け
て
準
備

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
担
い
手
農
業
者
の
確
保

及
び
育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ア

ブ
リ
マ
ス
タ
ー
制
度
、
農
業
支
援

員
制
度
等
を
取
り
組
む
と
も
に
、

２
月
に
は
市
民
等
か
ら
な
る
「
甲

州
市
新
規
就
農
定
着
支
援
検
討
会

議
」
を
設
置
し
、
地
域
の
核
と
な

る
農
業
者
の
確
保
、
育
成
に
向
け

た
検
討
を
積
極
的
に
進
め
て
参
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
農
村
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
事
業
等
を
通
じ
て
、
更
な

る
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
務
め
、
参
加
者

と
受
入
農
家
の
増
加
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

次
に
、
世
界
農
業
遺
産
認
定
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
。

県
及
び
峡
東
Ｂ
市
で
は
、
４
月

の
申
請
書
の
提
出
に
向
け
計
画

書

の
作
成
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
２
月
に
は
、
甲
州
市
塩

山
農
業
振
興
協
議
会
主
催
に
よ
る

「
世
界
農
業
遺
産
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
市
民
の

皆
様
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い

・
て
で
す
が
、
今
年
度
設
置
し
ま
し

た
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
よ
る

鳥
獣
の
捕
獲
や
地
域
ぐ
る
み
で
管

理
す
る
防
護
柵
の
設
置
な
ど
の
鳥

獣
被
害
対
策
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

峡

東

ワ

イ

ン

リ

ゾ

ー

ト

１
本

格

的

な

構

想

が

展

開

甲
州
市
ワ
イ
ン
振
興
計
画
の
策

定
に
向
け
て
は
、
市
民
で
構
成
す

る
「
甲
州
市
ワ
イ
ン
振
興
計
画
策

定
検
討
委
員
会
」
を
設
置
致
し
ま

し
た
。

つ
い
て
は
、
本
委
員
会
に
お
い

て
、
「
原
産
地
呼
称
ワ
イ
ン
認
証
制

度
」
の
更
な
る
推
進
や
「
甲
州
ワ

イ
ン
乾
杯
条
例
」
等
の
推
進
に
向

け
た
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
に

取
り
組
み
、
ワ
イ
ン
振
興
を
図
つ

て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
県
及
び
峡
東
３
市
に
よ

平成28 年４



上条地区を紹介
するためフット
パス事業を展開
しています。

る
峡
東
地
域
ワ
イ
ン
リ
ゾ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
「
峡
東
ワ
イ
ン
リ
ゾ
ー

ト
構
想
」
が
２
月
に
策
定
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
具
体
的
な
事
業
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。次

に
、
商
工

振
興
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
３
回
に
わ
た
り
商

工
会
と
連
携
し
事
業
承
継
に
向
け

た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。来

年
度
は
、
商
工
業
の
持
続
的

発
展
を
目
的
と
し
た
創
業
支
援
事

業
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

男 女 共 同 参 画 推 進 条 例 が 制 定

魅 力 あ る ま ち づ く り 、 人 づ く リ ヘ

市や市民、事業者など、それぞれが果たすべ

き役割りを明確にし、連携・協働しながら取

り組むことで、甲州市に暮らし、また活動す

る誰もが、あらゆる場面で、その入らし＜生

きることのできる社会の実現を目指し、「甲州

市男女共同参画推進条例」力で今議会で制定さ

れました。

市では、今後も甲州市男女共同参画推進委員

を中心に、市民や事業者などへ、連携・協働

の男女共同参画を呼びかけていきます。

ま
た
、
甘
草
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
内
で
収
穫
さ
れ
た
甘
草
を
チ
ッ

プ
及
び
粉
末
と
し
た
と
こ
ろ
で
す

の
で
、
市
内
食
品
業
者
等
と
連
携

し
、
甲
州
市
産
甘
草
を
活
用
し
た

様
々
な
商
品
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

県

内

初

の

選

定

へ

皿
重

要

文

化

財

的

景

観

市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
代
を

担
う
子
ど

も
達
の
学
び
と
成
長
、

そ
し
て
市
民
の
生
涯
学
習
を
促
進

す
る
施
策
を
、
引
き
続
き
着
実
に

進
め
て
参
り
ま
す
。

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
2
8年
度
に
は
塩
山
南

塩 山 高 校 吹 奏 楽 部 が 演 奏

議 場 コ ン サ ー ト 初 開 催

甲州市議会では２月２６日、市役所本庁舎の

議場で、塩山高校吹奏楽部による「議場コン

サート」を初開催しました。

このコンサートは、市制施行１０周年に合わ

せ、議会を身近に感じてもらうことで、市議

会への関心を高めようと企画。生徒が奏でる

美しい音色は、議場に響き渡り、訪れた観覧

者を魅了していました。

小
学
校
の
北
館
大
規
模
改
修
工
事

と
、
老
朽
化
が
著
し
い
勝
沼
小
学

校
の
屋
内
運
動
場
大
規
模
改
修
工

事
設
計
業
務
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に

基
づ
く
甲
州
市
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
に
つ
き
ま
し
て
、
平
成
2
8

年
中
に
は
国
の
３
省
庁
か
ら
認

定
を
受
け
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

重
伝
建
の
選
定
を
受
け
た
上
条

地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
年
度

か
ら
２
ヶ
年
の
継
続
で
、
保
存
対

策
調
査
事
業
を
実
施
し
、
地
域
の

災
害
の
特
性
や
　
最
も
心
配
さ
れ

る
火
災
発
生
時
の
初
期
消
火
体
制

の
構
築
な
ど
、
防
災
計
画
の
策
定

旧勝沼町長／旭日小綬章　　　　　　
‥

三森 祐昌氏が逝去

に
取

り

組
ん

で

参

り

ま

す

。

さ

ら

に

、

文

化

的

景

観

調

査

事

業

に

つ

き

ま

し

て

は

、
「
勝

沼

の

ブ

ド

ウ

畑

と
ワ

イ
ナ

リ

ー
群

」（
仮

称

）

を

文

化

的

景

観

と

捉

え

、

構

成

す

る
ブ

ド

ウ

畑

・

ワ

イ

ナ

リ

ー

・

日

川

砂

防

施

設

・

勝

沼

宿

な

ど

を

包

括

的

に

調

査

し

、

保

存

計

画

の

資

料

と

す

る

ほ

か

、

山

梨

県

内

で

初

と

な

る

「
重

要

文

化

的

景

観

」

の

選

定

を

目

指
し

て

お

り

ま

す

。

ま

た

、

国

史

跡

「
勝

沼

氏

館

跡
」

に

つ

き

ま

し

て

は

、

整

備

検

討

委

員

会

に

お

い

て

、

基

本

計

画

で

あ

る

「
保

存

活

用

計

画

」

の

策

定

を

進

め

て

お

り

ま

す

。

生前のご功績をたたえ

謹んでお悔やみ申し上げます。

旧勝沼町長の三森祐昌氏が３月９日（享年

８６歳）にご逝去されました。

故人は、昭和４６年４月、山梨県議会議員

に初当選以来、勝沼町長を平成２年５月から

３期１２年在職するなど、長さに渡る政治家

としての功績は数多＜、常に住民の先頭に立

ち、勝沼町政ならびに山梨県政の発展に寄与

されてこられました。

生前のご功績をたたえ、謹んでお悔やみ申

し上げます。

k

報こう
と

ゆう



平

成
2
8
年

甲

州

市

議

会

定

例

会

に

お

い

て

、

一

般

会

計

と

特

別

会

計

の

当

初

予

算

が

決

ま

り

ま

し

た

。平

成
2
8
年

度

予

算

は

、

国

の

予

算

編

成

の

動

向

や

地

方

財

政

対

策

、

経

済

情

勢

の

推

移

等

に

留

意
し

、

財

政

運

営

の

さ

ら

な

る
健

全

化

を

推

進

す

る

た

め

、
引

き

続

き

、

全

庁

一
丸

と

な

っ

て

経

費
の

削

減

に

取

り

組

む

と

と

も
に

、

限

ら

れ
た

財

源

の

重

点
的

、

効

率

的

配

分

を

行

う

な

か

で

、
「
甲

州

市

総
合

計
画

」

及

び

「
甲

州

市

総

合

戦

略

」

に

基

づ

く

施

策

の

着

実

な

推

進

を

図

リ

、
「
人

口
対

策
」
、
「
観

光

・

農

業

の

振

興

」
、
「
子

育

て

支

援

と

学

校

教

育
の

充

実

」
、
「
生

活

関

連

社

会

資

本

の

整

備

」

な

ど
の

重

要

な

政

策

課

題

に

対

す

る
各

種

事

業

を
推

進

す

る

予

算

と

な

り

ま

し

た

。

１

その他　１９億5,708 万 フ千円分担金及び負担金
３億4,879 万４千円

り

平成28 年4月
ｊlS111dl



痛11111払1あたりの目的別経費の内訳

項　　目 � 内　　　　訳 � 金　額

民　　 生　　 費 �高齢者・子育て支援・障害者などのために � １３万9,056 円

総　　 務　　　費 �課税徴収・住民窓口・庁舎管理などのために � ８万2,168 円

公　　 債　　 費 �各種事業を実施した際の借入金の返済のために � ６万5,749 円

教　　　育　　　費 �義務教育・生涯学習・文化財保護・体育振興などのために � ５万9,733 円

土　　　木　　　費 �道路や橋の整備・河川の改修・市営住宅などのために � ５万6,116 円

衛　　 生　　 費 �健康診断・予防接種・環境衛生・ゴミ処理などのために � ５万2,384 円

農 林 水 産 業 費 �農林業の振興のために � ２万3,206 円

消　　　防　　　費 �防災・消防団・常備消防のために � ２万277 円

商　　　工　　　費 �商工業や観光の振興などのために � １万2,079 円

議　　　会　　　費 �市議会の運営のために �5,349 円

労　　　働　　　費 �勤労者福祉・高齢者の就労促進などのために �774 円

予　　　備　　　費 ��1,051 円

ノ　 平成28 年度 主な事業 【一般会計】

く 圃 創意に満ちた活力ある産業のまちづくり
・地域農業支援・営農技術習得支援

事業

・甲州市ワイン振興事業

1,201 万3千円

993 万円

・有害鳥獣駆除対策事業　　　　　　　　　9,439万円

ソ② 健やかに心ふれあう健康・福祉のまちづくり

・予防接種事業

・安心して妊娠出産子育てができる

まちづくリ事業（甲州市版ネウボ

ラ構築事業）

・第二子出生支援事業

7,460 万8千円

に うし ゅう家の 家計簿 】

市の予算と家庭の家計では仕組みが違いますが、わか

りやすく例えるために、平成28 年度一般会計の予算を

家計簿に置き換えてみました。

・ 収入

d l･睡･〃Ii d fl- f　　 ゛W　--ﾐ　･･･=ﾉ　

・安心して妊娠出産子育てができる

▽．　　まちづくリ事業( 甲州市版ネウボ　　　975 万3 干円　＝

万万　ラ構築事業)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 万

プ　・第二子出生支援事業　　　　　　　　　　　300 万円　：

ノ[3] 快 適 で 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち づ く り　　　　 ：

∧　・市道下塩後２２号線改良事業　　　　　3 億400 万円 ｊ

ブ　・空き家バンク事業　　　　　　　　　2,498 万3千円　
ｊ]ﾚ

・奥野田分団詰所建設事業　　　　　　　　1,035 万円　ｌ

す[4] 自 然 と 共 生 す る 環 境 保 全 の ま ち づ く り　　 ど

万　・ごみ減量及び再生利用推進事業　　　9,929 万4千円ﾕ:[5]

心 豊 かな 人 を 育 む 教 育 ・文 化 の ま ち づ く リ

☆　・小学校施設大規模改修事業　　　4 億1,609 万2千円

づ　・小学校エアコン設置事業　　　　　　9,376 万4千円

ご　・生活困窮者子どもの学習支援事業　　　263 万4 千円j[4]

と も につ く る 参画 と 協 働 の まち づ く リ

二　' 壬;古困 躬苔 于 と モj[り￥ 君 文 理 事 茉　　　 Ｘｂｊﾉ]４†1tj lj[4]

と も に つ く る 参 画 と 協 働 の ま ち づ く リ

ニ　・ 出 会 い サ ポ ート 事 業　　　　　　　　　463 万8 干 円]

゜l;: 男 女 共 同 参 画推 進 計 画 策　　　　332 万9 千 円

ノ　・ 甲 州 市 の 魅力 発信 事業　　　　　　　　　　310 万 円

k

報こうしゅう

わたしの年収 �市税などの自主財源 �500 万円
親からの支援 �国・県からの支出金 �659 万円
ローンの借入 �市債 �124 万円

■支出

食　費 �人件費 �189 万円
家族の医療費など �扶助費 �203 万円
子どもたちへの仕送

り �
繰出金 �１４１万円

自宅の増改築や車の

修理費など �

投資的経費、維持補

修費 �147
万円

自治会やサークル会

費など �
補助費、貸付金 �181 万円

光熱費、通信費など �物件費 �234 万円
ローンの返済 �公債費 �163 万円
その他 �積立金、予備費 �25 万円

【特 別 会 計 】

会　計　名 � 予　算　額

国民健康保険事業 �50 億1,254 万３千円

診療所事業 �6,944 万８千円

後期高齢者医療 � ３億9,868 万６千円

介護保険事業 �34 億9,232 万９千円

居宅介護予防支援事業 �1,156 万１千円

訪問看護事業 �6,300 万円

下水道事業 �14 億3,191 万２千円

簡易水道事業 � ８億1,871 万３千円

大藤財産区 �447 万５千円

神金財産区 �591 万２千円

萩原山財産区 �1,679 万２千円

竹森入財産区 �92 万５千円

岩崎山保護財産区管理会 �59 万９千円



-

⑤

甲州市食育推進
食育じまん発表会

楽 しい食 育 、う れしい食 育 ・・・ 私たち が取

り 組んでき た 「食 育じ まん」 を存分 に発表 。

甲州市食育推進会議は３月１２日、甲州市民文

化会館で 「食育じまん発表会」を初開催しました。

甲州市の食育ソング「ぱさぱさマンの歌」を作

詞作曲した沢登秀信さんが奏でる軽快な音楽に合

わせ、千野保育園の子どもたちらが踊りを披露す

るほか、大和保育所や塩山北小学校、食生活改善

推進員さんの活動発表など、こだわりの食材を使っ

た食育推進協力店の試食が行われました。

また、食育カルタや親子ワッキング教室なども

行われ、子どもから大人まで幅広い皆さまに食育

の実践の輪が広がった一日となりました。

⑤

甲
州市らしい景観へ
甲州市景観セミナー

地 域を 表現 し た甲 州 市らし い魅力 ある 色彩 景

観づくり を話 し合い まし た。

３月１３日、勝沼市民会館で「甲州市景観セミ

ナー」を開催しました。

甲州市景観アドバイザーの加藤幸枝さんを講師

に招き、「甲州市らしい魅力ある色彩景観づくり」

をテーマに“甲州市らしい景観”について建築物

などの色彩という面からみえてくるまちづくりや

色彩基準の講演に、参加した皆さんは熱心に耳を

傾けていました。

また、塩山高校商業研究部の皆さん、市職員で

構成する景観調和住宅研究グループのそ れぞれか

ら取り組み事例が発表されました。

現在開催中

樋 口 一 葉 絵物 語

故 村松辰夫氏が樋口一葉の生涯

を想い描いた特別企画展を開催

しています。

期間：４月１８日（月）まで

場所：市役所本庁舎

市民ギャラリー

まちのわだい

み
ん
な
で
楽
し
く
「
ぱ
さ
ぱ
さ
マ
ン

の
歌
」
を
歌
っ
て
踊
り
ま
し
た
♪

初
め
て
の

。お
に
ぎ
ら
ず
゛
作
り
に

挑
戦
―・
お
い
し
く
で
き
る
か
な
？

加

藤
先

生
に
よ

る

。色

彩
景

観
”

演

に
熱
心
に
耳

を
傾
け

る
皆
さ
ん

の

講

ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
を
発
表
し
て
く
れ
た

塩
山
高
校
商
業
研
究
部
の
皆
さ
ん

↓ﾑ↓:じﾑ:二:jＪ
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⑤

男女(６tに)で 環(わ)になり
笑顔のフォーラム

家 族 で 話 し 合 う こ と の 大 切 さ ・ ・ ま ず は自 分

に で き る こ と を 考 え ま し た 。

甲州 市と甲 州市男女 共同 参画推 進委員会 は３月

１ ９日、 甲州 市民 文 化会館 で、男女 （みん な）で

環 （わ）になり笑顔のフ ォーラムを開催し ました。

「男女 （みんな）が輝＜まちづくり」をテーマに、

５年 前の東日 本大震災 で大 津波を体 験した奥 田香

世さ ん が、 日 常 の心 掛け や命 の 尊さ を語 り かけ、

小笠原 祐司さ ん（ＮＰＯ 法人 ｂｏｎｄ ｐＬａｃｅ代表 ）の

進行 により、数 人のグ ループ に分 かれ、災害 への

心構 えなど 意見交換 を行い ました。 参加者 は話し

合うこ との大 切さ を再認識 し、 自分 たちにで きる

ことを、あらためで考え始める場 となり ました。

コミュニティ助成事業
防災備品を整備

自 治総合 セン ターの 助成事 業 による 補助を受

け 、担架 等の防災 資機材 を整備 し まし た。

菱山４区自主防災会は、（財）自治総合センター

のコミュニティ助成事業による補助を受け、担架

等の防災資機材を整備しました。

整備された防災資機材を実際に使用し、新しい

資機材の使用方法などを確認しました。

このコミュニティ助成事業は、宝くじの社会貢

献広報事業として実施さ れており、資機材は宝＜

じの助成金で整備しました。

Ｊ
１ り

゛ゝ ゛

ｔ
k

報こ
こ

う

登 山者 の安全祈 願

大 菩 薩 山 開 き 介 山 祭

大菩薩へ訪れるハイカーの安全

を祈願して山開き「介山祭」が

４月１４日に雲峰寺で行われま

す。また、介山の名前は、小説

「大菩薩峠」で知らせる文豪 中

里介山から付けられています。

奥
田

さ
ん
の

真
に

迫
る

体
験
談

に
、

の

大
切
さ

を
感
じ
ま
し

た

命

そ

れ
ぞ
れ

自
分

に
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翫薗齢ii冷や
ひろせ　はやて広 瀬　 颯くん （3歳）

椛 ちゃん （1歳）・楓 ちゃん （1歳）

毎日笑顔をありがとう。

仲良しな兄妹になってね！

父・秀仁さん、母・麦さん

(三日市場)

広報 こ うし ゅ う

『有 料 広 告 』

｢ わ が家の スタ ー｣ マ･は､ 元気な お子 さ んの 写真を 募集 しマ いま す。

ご 両 親のコ メント を 添え マ 広報担 当ま マ･あ 申し 込みく ださ い。

清 雲　 凛 ちゃん（6 歳）

惺 ちゃん （4 歳）・祐 奨くん （9ヶ月）

お姉ちゃん達が大好きな祐奨く ん。

いつも笑顔いっぱいです！これから

もスクスク元気に育ってね。

父・敬祐さん、母・美幸さん

(下小田原)

たなか
ひでゆき

田 中 英 幸 く ん （5 ヶ月 ）

を募 集 しま す ！
(毎月１日発行　12,000 部)　

市では、新たな財源確保や地域経済の活性化を図るため、有料

広告を募集します。３ヵ月間を１クールとし、広報こうしゆうへ

掲載する有料広告を募集します。

募集要綱および申込書は、市ホームページをご覧ください。

◆ お申し込み ・お問合 せ

政策秘書課　 秘書 ・広 聴広報担当　 ＴＥＬ３２-５０６３

ホームページアドレスhtt ｐ://ｗｗｗ.city.koｓhｕ.yａｍａｎａｓhi.jp

一緒に使命を果たしていこうね！

父・光義さん、母・信恵さん

(上於曽)
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